


　

当
日
の
深
川
市
町
内
会
連
合
会
連
絡
協
議
会

か
ら
の
出
席
は
深
川
地
区
２
人
、
一
已
地
区
３

人
、
納
内
地
区
３
人
、
音
江
地
区
４
人
、
多
度

志
地
区
２
人
、
議
会
か
ら
は
全
議
員
（
16
人
）

が
出
席
し
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
会
は
、
長
野
議
長
と
遠
藤
町
内
会

連
合
会
連
絡
協
議
会
会
長
に
よ
る
挨
拶
を
兼
ね

た
組
織
が
抱
え
る
課
題
の
共
有
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
、
次
に
、
小
田
総
務
文
教
常
任
委
員
長
よ
り
、

近
年
の
災
害
状
況
に
つ
い
て
説
明
を
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
自
主
防
災
組
織
の
設
立
に
関
す
る

こ
と
や
、
各
町
内
会
が
実
際
に
取
り
組
ん
で
い

る
事
例
な
ど
、
具
体
的
な
地
域
課
題
に
つ
い
て
、

意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

議
会
活
動
に
活
か
す

意
見
交
換
会
は
何
の
た
め
？

　市民に開かれた議会を目指している深川市議会は、議会改革の一環と
して、これまでに商工会議所、農業関係団体のほか、シルバークラブ連
合会や男女平等参画推進協議会、青年会議所、深川地区連合会などの代
表者の方々とさまざまなテーマをもって意見交換を実施してきました。
　今回は、平成30年11月26日に深川市町内会連合会連絡協議会の役員を
務めている14人の町内会長代表者と「地域の防災」をテーマに意見交換
会を開催しました。

　

意
見
交
換
会
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
や
団
体

と
あ
る
一
定
の
テ
ー
マ
に
そ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
で
意
見
を
交
わ
し
、
そ
の
意
見
内
容
を

今
後
の
議
会
活
動
や
市
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め

に
開
催
す
る
も
の
で
す
。

会長代表者と意見交換！

担当する総務文教常任委員会において所管事務調査などを実施していきます。
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＜当日いただいたご意見（抜粋）＞
・非常用食料などの備蓄は、多目的低温倉庫と市立病院だけではなく分散したほうがよい。
・コミュニティセンターには、冬季の暖房や携帯電話の充電を考え、発電機はあったほうがよい。
・あけぼの町内会では、自然災害・火災・緊急事態に備えて、市自治防災室や消防署の協力を受け、
毎年一回防災教室を開いている。まだ自主防災組織は設立されていないが、できるだけ早く組
織を立ち上げたいと考えている。
・町内会組織を自主防災組織に移行するよう段取りしている。
・多度志は水害が多い地区であるため、自主防災組織を14町内会一丸となって立ち上げ、現在、
市自治防災室の協力を得ながら防災訓練を行っている。
・現在の多度志における避難所の安全性は大丈夫なのか？市に対して旧多度志中学校を避難所に
できないかとお願いしているが、よい回答が出てこない。

＜アンケートからのご意見＞ ※防災以外も含む
・コミュニティセンター振興会等で防災に関する知
　識普及の働きかけを工夫して欲しい。
・時間をさいて多岐にわたって意見交換したい。
・意見書の取り扱い、陳情・請願など市民と直接関
　係のある情報が知りたい。
・近年、特によい市議会だよりになった。
・多くの議員諸兄は頑張っておられると思う。

地域の防災について町内

町内会長代表者のみなさん、ありがとうございました。当日いただいたご意見をもとに防災を

30人90分間の意見はコチラ!!出
席
者
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有
害
鳥
獣
処
理
施
設
設
置
・
指
定
管
理
者
決
定

捕獲したエゾシカ等の処理施設の管理運営事項を決定

　有害鳥獣処理施設は、エゾシカ・アライグマ・その他の有害鳥獣の適正な処理体制を整備
し、農作物被害等の防止に資することを目的に設置するもので、現在、7,665万円（うち国費
3,174万円）の予算をもって一已町字一已2501番地の４（大師）で整備を行っており、今定例
会で管理運営事項を条例で定めるものです。

深川市・北竜町鳥獣被害防止計画

＜事業内容＞
（１）年間受入計画
　　　エゾシカ340頭、アライグマ140頭
　　　※その他の有害鳥獣も処理
（２）処理方法
　　　減溶化処理（微生物による分解）
　　　※約３日でエゾシカを分解
（３）敷地面積　1,050㎡
（４）建物面積　182㎡
（５）工期
　　　平成30年７月～31年３月
　　　平成31年４月供用開始予定

①捕獲した鳥獣を
菌床に投入　

②ホイールローダーで　
菌床の切り替えし　

　 処分手数料は無料とあるが、市外から持ち込まれた場合、有料で受け
付けるなどの考えはあるのか伺う。

 　本施設は国の補助事業を活用して整備を行っており、市内で捕獲された有害鳥獣の適正な
処理という位置づけをしていることから、市外から持ち込まれた場合は、有料無料ではなく
お断りすることになります。ただし、例えば全く有害鳥獣が捕獲されないなど、搬入される
ものがなくなった場合には、その段階で検討をしていきたいと考えています。

経済建設常任
委員会の審査
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第４回
定例会

Pick Up　深川市有害鳥獣処理施設条例
条例可決

Ｑ

平面図

立面図

※補正予算　年度当初の予算（当初予算）に、追加・その他の変更を加えるため提出される予算
※付議事件　本市議会だよりでは、議案のうち条例、議員発議、補正予算、意見書以外のものを付議事件としています。

全
会
一
致

Ａ

（
04
ペ
ー
ジ
）

（
05
ペ
ー
ジ
）

議員名（議席番号順） 議
決
結
果
▼

菅
原　

明
義

宮
澤　

孝
司

松
本　

雅
祐

近
沢　

弘
幸

和
田　

秀
隆

佐
々
木
一
夫

木
根　

昭
夫

松
原　

和
男

水
上
真
由
美

太
田　

幸
一

辻
本　
　

智

小
田　

雅
一

鶴
岡　

恵
司

長
野　
　

勉

楠　

理
智
子

田
中　

昌
幸

第４回
定例会

深川市家庭的保育事業等の設備及び
運営に関する基準を定める条例の一
部を改正する条例について

○ ○ ○ ○ ● ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ 可決

指定管理者の指定について
（いざないの里）○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ 可決

30年度深川市一般会計補正予算（第
９号）の専決処分の承認について ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ 承認

※賛成＝○、反対＝●、除＝除斥（採決に加わることができない）、長野勉議長は採決に加わりません

　　 市内11施設（公募７、任意選定４）の指定を可決

　指定管理者制度は、地方自治法第244条及び深川市公の施設に係る指定管理者の指定手続等に関す
る条例に基づくもので、民間事業者等が公の施設の指定管理者となることにより、住民サービスの
向上と行政コストの縮減を図ることを目的とした制度です。
　現在、深川市において本制度を導入している施設は、公募の12施設と任意選定の４施設があり、
今定例会では、そのうち11施設について市より指定管理者の指定の提案がありました。
　なお、深川市は議会提案前に、学識経験者を含む５人で組織する深川市指定管理者候補者選定委
員会において審査を行い、その結果を踏まえて議会に提案しています。

施設名（愛称） 指定管理者 選定区分

総合福祉センター （福）深川市社会福祉協議会

公　募

都市農村交流センター（アグリ工房まあぶ）

（株）深川振興公社
オートキャンプ場

いざないの里（道の駅ライスランドふかがわ）

地域資源活用施設（アップルランド山の駅おとえ）

アートホール東洲館 深川市美術交流協会

総合体育館及び総合運動公園体育施設 NPO法人 深川市体育協会

北育ち元気村ライスターミナル施設 北空知広域農業協同組合連合会

任　意
選　定

林業センター 北空知森林組合

経済センター 深川商工会議所

労働福祉会館 深川市高齢者事業団

※各施設とも現在の指定管理者からのみ応募がありました。　
※指定期間：平成31年４月１日～36年３月31日
※道の駅内のテナントについては、指定管理者が募集し契約します。

議会に提案のあった指定管理施設と指定管理者

指定管理者選定
結果：市HP
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Pick Up
指定管理者の指定
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田
た な か

中昌
まさゆき

幸 議員
　　（民主クラブ）

若
者
に
安
定
雇
用
と
所
得
増
を

方
策
を
探
り
実
施
に
移
し
た
い

深川市育児休業取
得支援助成金制度
：市HP

次世代人材確保対策協議
会実施の合同企業説明会

質 問 し た 事 項
　11人の議員の一般質問を紹介します。掲載しきれなかっ
た質問は、深川市議会YouTubeチャンネルや一般質問通告
表でご確認いただけます。

■田中　昌幸 議員…06
　・若者に安定雇用と所得増を
　・指定管理施設で働く方の待遇向上を

■辻本　　智 議員…07
　・災害時、情報を早く正確に
　・若い世代へ子育て支援の充実を！

■水上真由美 議員…08
　・緊急時の電力確保対策は
　・姉妹都市交流の今後について問う

■和田　秀隆 議員…08
　・危険な空き家、安全防護を
　・現単価でも生活苦。福祉灯油実施を

■楠　理智子 議員…09
　・デマンド交通の検討状況は
　・歯の健康を保つ取り組みについて

■小田　雅一 議員…10
　・交通安全対策の充実を問う
　・地域を挙げた農業の担い手対策を

■木根　昭夫 議員…10
　・ふかがわポークについて
　・高等学校の学校給食について

■松本　雅祐 議員…11
　・地域防災計画見直しを問う
　・小中学生の通学カバンは重すぎる！

■松原　和男 議員…12
　・インボイス制度について
　・本町通り無電柱化工事に住民配慮を

■宮澤　孝司 議員…12
　・プラザホテル板倉への対応
　・拠点施設への災害バルク導入を伺う

■佐々木一夫 議員…13
　・道種子条例の制定について
　・深川西高羽球部の大活躍を受けて

深川市議会
YouTube
チャンネル

一般質問通告表

一　般　質　問
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市
内
卒
業
生
の
転
出
に

よ
る
人
口
減
少
の
防
止
策
と

し
て
、
安
心
し
て
働
き
、
子

供
を
産
み
育
て
る
こ
と
が
で

き
る
職
場
環
境
づ
く
り
の
取

り
組
み
を
拡
充
す
る
な
ど
、

若
者
の
安
定
雇
用
と
所
得
増

の
支
援
に
つ
い
て
市
の
考
え

を
伺
う
。

　
　

育
児
休
業
取
得
を
推
進

す
る
雇
用
主
に
対
し
助
成
金

を
支
給
す
る
「
育
児
休
業
取

得
支
援
助
成
金
制
度
」
を
独

自
施
策
と
し
て
行
っ
て
い
ま

す
の
で
、
さ
ら
な
る
制
度
周

知
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
度
、
関
係
機

関
等
と
と
も
に
次
世
代
人
材

確
保
対
策
協
議
会
を
設
立
し
、

そ
の
中
で
企
業
が
人
材
確
保

に
関
し
苦
慮
さ
れ
て
い
る
こ

と
な
ど
を
伺
っ
て
お
り
、
若

者
の
安
定
雇
用
と
所
得
増
加

に
向
け
た
方
策
の
充
実
を
探

り
、
実
施
に
移
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　

公
の
施
設
の
指
定
管
理

業
務
受
託
者
は
、
公
共
サ
ー

ビ
ス
に
欠
か
せ
な
い
市
の
パ

ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
。
職
員
の

方
が
、
魅
力
を
感
じ
働
き
続

け
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
に
向

け
た
、
待
遇
向
上
へ
の
取
り

組
み
を
市
が
提
供
す
る
こ
と

に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

現
在
16
施
設
で
指
定
管

理
者
に
よ
る
管
理
運
営
を
行

い
、
臨
時
職
員
や
パ
ー
ト
職

員
を
含
め
約
１
５
０
人
が
各

施
設
で
勤
務
し
て
い
ま
す
。

　

施
設
で
働
く
職
員
の
皆
さ

ん
に
と
っ
て
、
魅
力
的
な
職

場
と
な
る
た
め
に
は
、
待
遇

向
上
へ
の
取
り
組
み
も
一
手

法
と
考
え
ま
す
が
、
各
施
設

に
お
い
て
業
務
内
容
等
も
違

う
こ
と
か
ら
、
ま
ず
は
、
各

指
定
管
理
者
と
施
設
担
当
所

管
が
連
携
し
、
現
状
の
共
通

認
識
を
図
り
、
市
と
し
て
必

要
な
取
り
組
み
を
確
認
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

指
定
管
理
施
設
で
働

く
方
の
待
遇
向
上
を

　
　

胆
振
東
部
地
震
で
は
、

市
民
生
活
に
混
乱
が
生
じ
た
。

深
川
市
地
域
防
災
計
画
で
は
、

「
市
民
へ
の
情
報
伝
達
を
迅

速
性
と
確
実
性
か
ら
各
種
伝

達
方
法
を
複
数
組
み
合
せ
て

行
う
」
と
さ
れ
て
い
る
が
運

用
状
況
を
伺
う
。

　
　

今
回
の
地
震
で
は
、
地

域
防
災
計
画
の
災
害
対
策
本

部
設
置
基
準
に
照
ら
し
た
上

で
、
施
設
に
大
き
な
被
害
が

な
か
っ
た
こ
と
な
ど
を
理
由

に
本
部
の
設
置
は
し
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
活
用
し
た
伝

達
手
段
と
し
て
は
、
電
源
喪

失
に
よ
り
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

サ
ー
バ
ー
が
停
止
し
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
・
エ
リ
ア
メ
ー
ル

な
ど
の
機
能
が
使
用
で
き
な

か
っ
た
た
め
、
同
計
画
で
定

め
た
９
つ
の
情
報
伝
達
手
段

の
う
ち
電
話
、
広
報
車
、
伝

達
員
等
に
よ
る
個
別
伝
達
の

３
つ
に
限
ら
れ
ま
し
た
。

　
　

来
年
度
か
ら
始
ま
る
幼

児
教
育
無
償
化
に
お
い
て
、

保
護
者
の
給
食
費
の
実
費
負

担
が
示
さ
れ
て
い
る
。
「
少

子
化
に
ま
け
な
い
ま
ち
づ
く

り
」
を
目
指
す
本
市
の
子
育

て
支
援
策
を
後
退
さ
せ
る
べ

き
で
は
な
い
と
考
え
る
が
い

か
に
。

　
　

国
の
子
ど
も
・
子
育
て

会
議
に
お
い
て
、
給
食
費
（

食
材
料
費
）
に
つ
い
て
、
保

育
を
必
要
と
す
る
３
歳
以
上

の
子
供
で
は
、
従
来
、
主
食

費
を
公
定
価
格
の
対
象
外
と

す
る
一
方
、
副
食
費
を
含
ん

で
い
ま
す
が
、
食
材
料
費
は

保
護
者
の
自
己
負
担
を
原
則

と
す
る
と
い
う
考
え
の
も
と
、

副
食
費
を
無
償
化
の
対
象
外

と
す
る
な
ど
の
検
討
案
が
示

さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、
食

材
料
費
に
つ
い
て
詳
細
が
示

さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
今
後

も
国
の
動
向
を
注
視
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

辻
つじもと

本　智
さとし

 議員
　　（公政クラブ）

災
害
時
、
情
報
を
早
く
正
確
に

３
つ
の
伝
達
方
法
に
限
ら
れ
た

若
い
世
代
へ
子
育
て

支
援
の
充
実
を
！

深川市地域防
災計画：市HP

河川の増水による災害

一　般　質　問

Ｑ

ＱＱ

Ｑ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ
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災
害
時
、
司
令
塔
と
な

る
市
役
所
が
機
能
し
な
け
れ

ば
、
適
切
な
指
示
や
情
報
提

供
な
ど
初
動
に
支
障
が
出
る
。

支
所
や
避
難
所
等
に
も
発
電

機
及
び
燃
料
供
給
の
協
定
を

調
え
、
緊
急
時
に
備
え
た
電

力
確
保
対
策
を
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

　
　

現
在
の
市
役
所
は
、
庁

舎
内
の
全
て
の
電
力
を
賄
え

る
自
家
発
電
設
備
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
小
型
発
電
機
５
台

に
よ
り
必
要
最
低
限
の
電
力

を
供
給
す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
燃
料
に
つ
い
て
は
、

空
知
地
方
石
油
協
同
組
合
北

空
知
分
会
と
災
害
時
に
お
け

る
協
定
を
結
ん
で
お
り
、
市

内
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
よ

り
調
達
が
可
能
と
な
っ
て
い

ま
す
。
胆
振
東
部
地
震
に
よ

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
見

え
た
た
め
、
避
難
所
等
の
電

力
の
確
保
対
策
に
つ
い
て
も

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
　

ア
ボ
ツ
フ
ォ
ー
ド
市
と

姉
妹
都
市
提
携
を
し
て
以
来
、

相
互
に
訪
問
団
を
派
遣
し
、

青
少
年
交
流
や
文
化
交
流
を

続
け
て
き
た
。
今
後
は
、
実

績
の
あ
る
人
的
交
流
を
中
心

に
友
好
を
深
め
る
べ
き
と
考

え
る
が
、
市
の
考
え
を
問
う
。

　
　

平
成
10
年
に
ア
ボ
ツ
フ

ォ
ー
ド
市
と
文
化
・
教
育
・

経
済
の
各
分
野
に
わ
た
る
交

流
の
促
進
を
目
的
に
姉
妹
都

市
提
携
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

質
問
の
交
流
に
つ
い
て
は
、

文
化
・
教
育
の
分
野
に
お
い

て
、
平
成
９
年
度
に
開
始
し

た
青
少
年
カ
ナ
ダ
交
流
訪
問

団
事
業
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま

で
に
１
２
５
人
の
中
学
生
と

高
校
生
を
派
遣
し
て
き
ま
し

た
。
来
年
度
は
、
本
市
が
訪

問
団
を
派
遣
す
る
年
と
な
る

た
め
、
こ
れ
ま
で
の
行
政
中

心
の
訪
問
団
と
は
違
っ
た
形

を
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

水
みずかみ

上真
ま ゆ み

由美議員
　　（新政クラブ）

緊
急
時
の
電
力
確
保
対
策
は

避
難
所
等
へ
の
対
策
も
検
討

姉
妹
都
市
交
流
の
今

後
に
つ
い
て
問
う

姉妹都市カナダ
・アボツフォー
ド市：市HP

アボツフォード市役所

和
わ だ

田秀
ひでたか

隆 議員
　　　　（無会派）

危
険
な
空
き
家
、
安
全
防
護
を

持
ち
主
に
適
正
管
理
を
促
す

市民福祉部 社会
福祉課：市HP

12月21日現在の灯油単価
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08

Ｑ

ＱＡ

Ａ

09

　
　

岐
阜
県
瑞
浪
市
で
は
、

路
線
バ
ス
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
を
運
行
し
て
い
な
い
地

区
で
デ
マ
ン
ド
交
通
を
予
約

制
で
運
行
し
て
い
る
。
深
川

市
に
お
け
る
、
必
要
性
の
あ

る
地
区
に
対
す
る
デ
マ
ン
ド

交
通
の
検
討
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク

シ
ー
の
運
行
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
も
先
進
地
視
察
や

市
内
に
ど
の
よ
う
な
形
で
利

用
者
が
存
在
す
る
か
の
「
需

要
分
析
」
を
進
め
る
な
ど
検

討
を
重
ね
て
き
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
中
に
地
域
公
共
交

通
活
性
化
協
議
会
に
お
い
て

意
見
を
い
た
だ
く
予
定
と
し

て
い
ま
す
が
、
本
市
に
合
っ

た
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ

ー
の
導
入
に
は
、
地
域
の
分

析
と
地
域
に
合
っ
た
運
行
の

検
討
に
時
間
を
要
す
る
た
め
、

引
き
続
き
導
入
の
検
討
に
取

り
組
ん
で
い
く
考
え
で
す
。

　
　

北
海
道
フ
ッ
化
物
洗
口

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
「
薬
剤
は

鍵
の
か
か
る
戸
棚
等
で
保
管
、

実
施
前
に
真
水
で
飲
み
込
ま

ず
、
吐
き
出
す
練
習
を
」
と

あ
る
。
健
康
被
害
の
懸
念
の

説
明
と
、
フ
ッ
化
物
洗
口
実

施
後
の
虫
歯
予
防
の
効
果
を

伺
う
。

　
　

保
育
所
及
び
幼
稚
園
に

お
け
る
フ
ッ
化
物
洗
口
事
業

に
つ
い
て
は
、
平
成
24
年
度

か
ら
保
育
所
や
幼
稚
園
を
通

し
て
保
護
者
に
対
し
、
フ
ッ

化
物
洗
口
液
を
飲
み
込
ん
だ

場
合
の
健
康
へ
の
影
響
や
安

全
性
な
ど
を
周
知
し
て
お
り
、

保
護
者
が
希
望
し
た
お
子
さ

ん
に
対
し
て
の
み
実
施
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
当
事
業
を

開
始
し
て
か
ら
現
在
ま
で
、

保
育
所
・
幼
稚
園
、
保
護
者

か
ら
健
康
被
害
に
つ
い
て
の

報
告
は
な
く
、
国
な
ど
に
お

い
て
も
虫
歯
予
防
の
有
用
性

が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

楠
くすのき

 理
り ち こ

智子 議員
　　 （民主クラブ）

デ
マ
ン
ド
交
通
の
検
討
状
況
は

需
要
を
分
析
し
検
討
を
重
ね
る

歯
の
健
康
を
保
つ
取

り
組
み
に
つ
い
て

フッ化物洗口に関
するページ：道HP

北海道フッ化物洗口ガイドブック

　
　

深
川
郵
便
局
周
辺
で
崩

落
、
一
部
倒
壊
の
危
険
が
あ

る
管
理
不
全
空
き
家
が
あ
る
。

現
在
、
弁
護
士
が
対
応
し
て

い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
万
が

一
の
時
の
た
め
に
、
市
で
で

き
る
簡
易
測
量
等
で
の
定
期

把
握
と
防
護
が
必
要
で
は
な

い
か
。

　
　

深
川
郵
便
局
周
辺
の
空

き
家
に
つ
い
て
は
、
郵
便
局

か
ら
連
絡
が
あ
っ
た
平
成
30

年
３
月
か
ら
屋
根
の
雪
お
ろ

し
を
初
め
、
定
期
的
に
壁
の

剥
離
状
況
を
計
測
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
持
ち
主
の
関
係

者
に
は
適
正
管
理
に
つ
い
て

の
文
書
を
発
信
し
て
お
り
、

受
領
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

よ
う
で
す
が
現
在
も
返
答
が

な
い
状
況
で
す
。
今
後
も
引

き
続
き
文
書
通
知
を
行
っ
て

い
き
ま
す
が
、
屋
根
雪
の
処

理
等
は
建
物
の
危
険
度
が
増

し
て
お
り
行
え
な
い
た
め
、

そ
の
旨
郵
便
局
に
も
了
解
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
　

灯
油
単
価
が
98
円
前
後

で
高
止
ま
り
し
て
い
る
が
、

一
般
世
帯
の
可
処
分
所
得
の

減
少
は
今
日
ま
で
続
い
て
お

り
、
現
在
の
単
価
で
も
市
民

の
家
計
は
苦
し
い
。
冬
期
の

生
活
支
援
に
福
祉
灯
油
の
実

施
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う

か
。

　
　

福
祉
灯
油
に
つ
い
て
は
、

灯
油
単
価
が
１
２
０
円
か
ら

１
３
０
円
台
に
高
騰
し
た
平

成
19
年
度
と
20
年
度
、
ま
た
、

１
０
０
円
以
上
が
継
続
し
て

い
た
25
年
度
に
実
施
し
て
お

り
、
そ
の
と
き
に
は
１
，
１

４
２
世
帯
に
対
し
て
５
千
円

を
支
給
し
た
実
績
が
あ
り
ま

す
。
現
時
点
で
実
施
の
考
え

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
後
に

お
け
る
灯
油
価
格
の
動
向
や
、

国
、
北
海
道
の
財
政
支
援
措

置
の
有
無
等
を
総
合
的
に
見

極
め
、
判
断
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

現
単
価
で
も
生
活
苦
。

福
祉
灯
油
実
施
を
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安
全
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
は
大
切
で

あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
道

路
環
境
の
整
備
・
確
保
は
重

要
な
要
素
で
あ
り
、
見
通
し

の
悪
い
交
差
点
や
道
路
の
整

備
状
況
を
ど
の
よ
う
に
確
認

し
、
対
応
し
て
い
る
の
か
問

う
。

　
　

信
号
機
を
初
め
と
し
た

交
通
安
全
施
設
の
整
備
の
最

終
的
な
判
断
は
、
北
海
道
公

安
委
員
会
が
行
い
ま
す
の
で
、

今
後
も
市
と
し
て
整
備
の
要

望
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
ま
た
、
見
通
し

の
悪
い
交
差
点
や
道
路
整
備

も
同
様
に
要
望
し
て
い
く
と

と
も
に
、
市
と
し
て
も
注
意

を
要
す
る
地
点
の
地
域
に
お

け
る
交
通
安
全
運
動
の
取
り

組
み
や
学
校
へ
の
呼
び
か
け
、

啓
発
看
板
の
設
置
な
ど
を
引

き
続
き
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
　

新
規
就
農
を
希
望
す
る

方
が
本
市
で
就
農
す
る
に
は
、

地
域
で
の
取
り
組
み
が
重
要

と
な
る
。
き
た
そ
ら
ち
農
協

も
、
新
規
就
農
を
目
指
す
方

に
HP
で
呼
び
掛
け
を
行
っ
て

い
る
が
、
市
と
し
て
の
地
域

に
お
け
る
取
り
組
み
は
い
か

に
。

　
　

新
規
就
農
対
策
に
つ
い

て
は
、
JA
き
た
そ
ら
ち
・
関

係
市
町
・
空
知
農
業
改
良
普

及
セ
ン
タ
ー
北
空
知
支
所
を

構
成
員
と
し
た
「
JA
き
た
そ

ら
ち
担
い
手
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
」
が
平
成
28
年
に
設

置
さ
れ
、
深
川
未
来
フ
ァ
ー

ム
と
連
携
し
な
が
ら
一
体
的

な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
今
後
も
地
域
を

挙
げ
て
対
策
を
推
進
し
て
い

く
と
と
も
に
、
労
働
力
不
足

に
対
応
す
る
た
め
外
国
人
労

働
者
の
活
用
の
可
能
性
等
も

調
査
・
研
究
し
、
地
域
農
業

の
持
続
的
な
展
開
が
図
ら
れ

る
よ
う
検
討
し
て
い
く
考
え

で
す
。

小
お だ

田雅
まさいち

一 議員
　　（公政クラブ）

交
通
安
全
対
策
の
充
実
を
問
う

公
安
委
員
会
へ
要
望
し
て
い
く

地
域
を
挙
げ
た
農
業

の
担
い
手
対
策
を

発生件数 25件
（前年比10件減）

死亡者数 0人
（前年比 ±0人）

負傷者数 30人
（前年比12人減）

交通事故をゼ
ロに!：市HP

平成29年 市内交通事故発生状況

木
き

根
ね

昭
あ き お

夫 議員
　　（民主クラブ）

ふ
か
が
わ
ポ
ー
ク
に
つ
い
て

販
路
拡
大
を
目
指
し
て
い
く

深川未来ファーム
HP

養豚事業（ふかがわポーク）

10
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９
月
６
日
の
停
電
で
は
、

市
役
所
の
非
常
用
発
電
機
の

不
備
も
あ
り
、
災
害
情
報
の

発
信
や
通
常
業
務
に
支
障
が

出
る
な
ど
の
課
題
が
露
呈
し

た
。
市
民
を
災
害
か
ら
守
る

た
め
深
川
市
地
域
防
災
計
画

の
見
直
し
に
つ
い
て
問
う
。

　
　

平
成
29
年
３
月
に
石
狩

川
の
最
大
規
模
の
浸
水
想
定

区
域
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
そ
れ
を
反
映
し

た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成

と
避
難
所
の
見
直
し
が
必
要

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
を
反
映
し
た
、

深
川
市
地
域
防
災
計
画
の
見

直
し
を
進
め
て
い
く
考
え
で

す
が
、
今
回
の
地
震
で
得
た

課
題
や
教
訓
も
含
め
た
同
計

画
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　

小
中
学
生
の
通
学
カ
バ

ン
や
ラ
ン
ド
セ
ル
の
重
さ
が
、

発
育
や
健
康
に
影
響
を
与
え

か
ね
な
い
重
さ
に
達
し
て
い

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
負
担

軽
減
に
対
す
る
市
の
考
え
に

つ
い
て
伺
う
。

　
　

文
部
科
学
省
か
ら
北
海

道
教
育
委
員
会
を
通
じ
「
各

学
校
に
お
い
て
児
童
生
徒
の

携
行
品
の
重
さ
や
量
に
つ
い

て
改
め
て
検
討
の
上
、
必
要

に
応
じ
た
適
切
な
配
慮
を
」

と
の
通
知
が
あ
り
、
そ
の
内

容
に
は
、
家
庭
学
習
で
使
用

す
る
予
定
の
な
い
教
材
等
を

置
い
て
帰
る
こ
と
を
認
め
た

り
、
学
習
用
具
の
一
部
を
所

定
の
場
所
に
置
く
こ
と
が
示

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

深
川
市
教
育
委
員
会
は
、

こ
の
通
知
の
趣
旨
に
あ
る
「

身
体
の
健
や
か
な
発
達
に
影

響
が
生
じ
か
ね
な
い
こ
と
の

懸
念
な
ど
」
を
踏
ま
え
る
と

と
も
に
、
登
校
前
の
準
備
の

大
切
さ
な
ど
も
考
慮
し
、
通

知
に
あ
る
具
体
例
に
基
づ
き

校
長
会
を
通
し
て
検
討
し
て

い
く
考
え
で
す
。

松
まつもと

本雅
まさひろ

祐 議員
　　　　（無会派）

地
域
防
災
計
画
見
直
し
を
問
う

地
震
で
の
課
題
も
含
め
見
直
す

小
中
学
生
の
通
学
カ

バ
ン
は
重
す
ぎ
る
！

深川市地域防災計
画：市HP

洪水ハザードマップ

　
　

農
畜
産
物
処
理
加
工
施

設
の
管
理
は
、
民
間
業
者
へ

の
委
託
計
画
を
変
更
し
、
深

川
未
来
フ
ァ
ー
ム
が
養
豚
、

加
工
、
販
売
の
全
て
を
単
独

運
営
す
る
よ
う
だ
が
、
製
造

ノ
ウ
ハ
ウ
の
取
得
方
策
と
販

売
先
ル
ー
ト
の
確
保
に
つ
い

て
伺
う
。

　
　

現
在
、
整
備
中
の
地
域

資
源
活
用
農
畜
産
物
処
理
加

工
施
設
に
お
け
る
加
工
品
の

製
造
ノ
ウ
ハ
ウ
に
つ
い
て
は
、

深
川
未
来
フ
ァ
ー
ム
に
お
い

て
、
こ
れ
ま
で
ア
グ
リ
サ
ポ

ー
ト
部
門
に
食
品
・
加
工
技

術
に
係
る
専
門
員
を
配
置
し

各
種
研
究
を
行
っ
て
き
た
こ

と
か
ら
、
そ
の
専
門
員
の
技

術
指
導
の
も
と
で
ノ
ウ
ハ
ウ

を
取
得
し
て
い
く
考
え
で
す
。

　

ま
た
、
販
売
先
の
確
保
に

つ
い
て
は
、
道
の
駅
で
の
販

売
拡
大
、
ス
ー
パ
ー
や
飲
食

店
へ
の
働
き
か
け
、
物
産
展

等
で
の
販
売
な
ど
、
市
も
一

体
と
な
っ
て
販
路
拡
大
を
目

指
し
て
い
き
ま
す
。

　
　

北
空
知
圏
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
は
、
２
，
２
０
０
食

の
提
供
が
可
能
で
あ
る
が
、

小
中
学
校
の
生
徒
の
数
が
減

り
、
将
来
的
に
は
高
校
へ
の

給
食
も
可
能
と
思
う
。
共
働

き
家
庭
の
需
要
も
あ
る
と
思

う
が
、
実
施
に
向
け
た
市
の

考
え
を
伺
う
。

　
　

現
在
、
市
内
公
立
高
校

及
び
両
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
学

校
給
食
の
提
供
に
つ
い
て
の

要
望
等
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

高
校
で
の
給
食
提
供
に
つ
い

て
は
、
将
来
的
な
検
討
課
題

と
受
け
と
め
な
が
ら
、
魅
力

あ
る
高
校
づ
く
り
に
お
い
て
、

今
後
も
「
公
立
高
校
の
魅
力

づ
く
り
検
討
会
」
で
の
意
見

や
、
公
立
高
校
か
ら
の
要
望

等
を
検
討
し
、
で
き
る
限
り

の
支
援
を
行
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

高
等
学
校
の
学
校
給

食
に
つ
い
て

一　般　質　問
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消
費
税
率
引
き
上
げ
と

抱
き
合
わ
せ
の
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
導
入
は
、
制
度
に
準
じ

な
け
れ
ば
事
業
者
は
極
め
て

不
利
と
な
る
。
市
内
事
業
者

へ
の
対
応
支
援
の
た
め
、
関

係
機
関
と
の
協
働
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
る
が
見
解
を
伺

う
。

　
　

こ
の
制
度
導
入
の
背
景

に
は
軽
減
税
率
制
度
へ
の
対

応
が
あ
り
、
同
制
度
に
よ
る

事
業
者
側
の
シ
ス
テ
ム
導
入

な
ど
を
考
慮
し
て
、
消
費
税

率
引
き
上
げ
か
ら
４
年
後
の

平
成
35
年
10
月
か
ら
開
始
と

な
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

国
は
中
小
企
業
・
小
規
模
事

業
者
等
に
対
し
て
、
軽
減
税

率
対
策
補
助
金
に
よ
り
、
複

数
税
率
レ
ジ
の
導
入
等
に
要

す
る
経
費
を
支
援
し
て
お
り
、

市
で
は
HP
で
そ
の
情
報
の
提

供
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後

も
、
深
川
商
工
会
議
所
や
深

川
市
商
店
街
振
興
組
合
連
合

会
な
ど
と
も
連
携
し
、
事
業

者
へ
広
く
周
知
し
て
い
く
考

え
で
す
。

　
　

市
道
蓬
莱
通
線
の
無
電

柱
化
工
事
は
、
工
事
期
間
が

長
い
と
感
じ
る
。
本
町
通
り

の
無
電
柱
化
計
画
は
既
に
説

明
会
が
開
催
さ
れ
て
い
る
が
、

工
事
の
長
期
化
な
ど
商
店
街

や
住
民
へ
の
対
応
と
配
慮
に

つ
い
て
伺
う
。

　
　

地
域
住
民
に
対
す
る
全

体
説
明
会
は
、
国
と
北
海
道

が
そ
れ
ぞ
れ
行
っ
て
い
ま
す

が
、
今
後
行
わ
れ
る
各
年
度

の
工
事
区
間
で
の
住
民
説
明

会
や
、
個
別
の
説
明
の
際
に

は
、
市
職
員
が
橋
渡
し
役
を

担
う
こ
と
に
よ
り
、
商
店
や

住
民
の
皆
さ
ん
の
個
別
事
情

に
も
配
慮
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
調
整
を
図
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、

工
事
に
際
し
て
は
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

松
まつばら

原和
か ず お

男 議員
　　　　（無会派）

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
つ
い
て

支
援
策
を
広
く
周
知
し
て
い
く

本
町
通
り
無
電
柱
化

工
事
に
住
民
配
慮
を

消費税の軽減税率
制度について：国
HP

無電柱化工事の様子

宮
みやざわ

澤孝
た か し

司 議員
　　（新政クラブ）

プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
板
倉
へ
の
対
応

今
後
の
動
き
を
見
守
っ
て
い
く

ご家庭でも備
えましょう：
市HP

災害バルク

一　般　質　問
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私
が
第
３
回
定
例
会
で

行
っ
た
北
海
道
種
子
条
例
の

制
定
を
望
む
内
容
の
一
般
質

問
に
対
し
、
市
長
は
農
業
団

体
等
の
声
を
み
ず
か
ら
聞
き
、

市
と
し
て
同
条
例
に
反
映
さ

せ
て
行
く
方
針
を
約
束
し
た

が
、
そ
の
実
行
を
伺
う
。

　
　

本
市
で
は
11
月
２
日
に

き
た
そ
ら
ち
農
協
担
当
部
課

長
、
深
川
市
農
民
協
議
会
役

員
を
招
集
し
、
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
で
示
さ
れ
た
北
海

道
条
例
素
案
等
の
説
明
後
、

意
見
聴
取
を
行
い
、
参
加
者

か
ら
原
種
圃
等
の
設
置
に
伴

う
予
算
確
保
な
ど
の
意
見
が

出
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
11
月

９
日
に
「
優
良
品
種
の
種
子

の
安
定
的
な
生
産
を
推
進
す

る
た
め
の
必
要
な
予
算
の
確

保
」
に
つ
い
て
北
海
道
へ
意

見
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
引
き
続
き
本
件
の

動
向
を
注
視
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

以
前
、
ク
ラ
ー
ク
記
念

国
際
高
校
野
球
部
補
助
に
よ

り
、
高
校
間
の
練
習
環
境
の

格
差
解
消
の
た
め
、
「
公
立

高
校
部
活
動
に
も
支
援
を
」

と
た
だ
し
た
が
、
公
立
高
校

の
特
定
部
活
に
特
化
し
た
支

援
は
で
き
な
い
と
言
わ
れ
た
。

見
直
す
考
え
は
な
い
か
。

　
　

本
市
で
は
公
立
高
校
２

校
体
制
の
存
続
に
向
け
て
、

深
川
市
公
立
高
等
学
校
の
魅

力
あ
る
学
校
づ
く
り
事
業
支

援
交
付
金
に
よ
り
、
両
高
校

の
魅
力
づ
く
り
の
取
り
組
み

に
対
し
支
援
を
行
っ
て
き
て

い
ま
す
。

　

今
後
も
両
高
校
等
の
要
望

に
よ
り
、
部
活
動
支
援
が
優

先
事
項
と
あ
ら
ば
、
深
川
市

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業

派
遣
助
成
金
と
重
な
ら
な
い

設
定
で
の
支
援
が
必
要
と
考

え
る
た
め
、
課
題
と
し
て
受

け
止
め
、
両
高
校
か
ら
の
要

望
を
聴
い
て
い
き
ま
す
。

佐
さ さ き

々木一
かずお

夫 議員
　　　　　（無会派）

道
種
子
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

市
の
意
見
を
北
海
道
に
提
出
済

深
川
西
高
羽
球
部
の

大
活
躍
を
受
け
て

主要農作物等の種
子の生産に関する
情報：道HP

全国３位入賞報告

　
　

平
成
31
年
４
月
末
で
営

業
が
終
了
予
定
で
、
経
営
の

譲
渡
先
を
探
し
て
い
る
と
聞

く
。
市
民
は
、
こ
の
ま
ま
閉

館
す
れ
ば
市
内
経
済
に
も
影

響
が
あ
る
と
不
安
視
し
て
い

る
た
め
、
動
向
を
踏
ま
え
た

上
で
の
考
え
と
対
応
を
伺
う
。

　
　

現
在
、
関
係
当
事
者
間

で
、
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
板
倉
が

営
業
を
続
け
ら
れ
な
い
場
合
、

経
営
を
継
続
し
て
く
れ
る
譲

渡
先
を
探
す
努
力
を
す
る
な

ど
が
話
し
合
わ
れ
て
い
る
こ

と
を
承
知
し
て
い
ま
す
。

　

市
は
、
２
０
１
９
年
５
月

以
降
も
同
ホ
テ
ル
が
担
っ
て

い
る
サ
ー
ビ
ス
・
機
能
が
継

続
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い

と
思
っ
て
い
ま
す
し
、
従
業

員
の
雇
用
の
安
定
確
保
も
重

要
な
こ
と
で
、
経
営
が
続
く

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
ホ
テ
ル

側
の
動
き
を
注
意
深
く
見
守

っ
て
い
く
考
え
で
す
。

　
　

災
害
バ
ル
ク
は
、
大
規

模
災
害
に
有
効
で
あ
り
、
LP

ガ
ス
は
品
質
劣
化
が
少
な
く

備
蓄
燃
料
と
し
て
大
変
優
れ

て
い
る
た
め
、
災
害
時
の
貴

重
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
な
る
。

拠
点
と
な
る
施
設
へ
の
設
置

に
つ
い
て
考
え
を
伺
う
。

　
　

災
害
バ
ル
ク
と
は
、
LP

ガ
ス
供
給
設
備
及
び
煮
炊
き

釜
、
コ
ン
ロ
、
暖
房
機
器
、

発
電
機
な
ど
を
セ
ッ
ト
に
し

た
も
の
で
、
災
害
に
よ
り
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
が
寸
断
さ
れ
て

も
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
が
行
え

る
シ
ス
テ
ム
の
こ
と
で
す
。

　

災
害
バ
ル
ク
の
設
置
工
事

費
等
に
は
多
額
の
費
用
が
必

要
に
な
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、

避
難
所
の
新
設
や
施
設
の
大

規
模
改
修
時
等
の
際
に
は
、

導
入
に
つ
い
て
、
電
力
の
代

替
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ひ
と
つ
と

し
て
研
究
・
検
討
を
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

拠
点
施
設
へ
の
災
害

バ
ル
ク
導
入
を
伺
う

一　般　質　問
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意 

見 

書 

っ
て
な
に
？

【
目
的
】
地
方
自
治
法
第
99
条
に
基
づ
い

て
行
わ
れ
る
意
見
書
の
提
出
は
、
深
川
市

の
公
益
に
関
す
る
物
事
に
つ
い
て
、
国
会

や
行
政
庁
に
対
し
て
住
民
代
表
で
あ
る
議

会
の
意
思
を
表
明
す
る
地
方
議
会
の
権
利

で
す
。

【
性
格
】
意
見
書
は
市
議
会
全
体
の
意
思

で
あ
る
た
め
、
可
能
な
限
り
議
員
全
員
の

合
意
に
基
づ
い
て
提
案
し
、
採
決
で
は
全

会
一
致
に
よ
っ
て
可
決
さ
れ
る
こ
と
が
理

想
と
さ
れ
て
お
り
、
全
国
の
多
く
の
地
方

議
会
で
は
、
そ
れ
を
慣
例
と
し
て
取
り
扱

い
、
理
想
を
具
現
化
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
ど
の
よ
う
な
意
見
書
が
住
民

に
と
っ
て
有
益
に
な
る
か
を
基
本
に
会
派

間
、
議
員
間
で
十
分
に
話
し
合
い
、
互
譲

し
て
一
本
化
し
可
決
す
る
た
め
の
努
力
を

行
っ
て
い
る
証
左
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

第
４
回
定
例
会
で
原
案
可
決
し
内
閣

総
理
大
臣
な
ど
に
送
付
し
ま
し
た
。

■
日
米
物
品
貿
易
協
定
交
渉
に
関
す
る

　

意
見
書

ど
う
や
っ
て
決
ま
る
の
？

　

深
川
市
議
会
の
場
合
は
、
会
派
制
※
を

導
入
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
意
見
書
を
正

式
な
議
案
と
し
て
議
長
へ
提
出
す
る
前
に
、

会
派
の
代
表
者
（
主
に
幹
事
長
）
を
中
心

と
し
た
任
意
の
会
議
で
あ
る
「
幹
事
長
会

議
」
に
そ
れ
ぞ
れ
の
会
派
で
作
成
さ
れ
た

意
見
書
案
を
提
案
し
ま
す
。

　

こ
の
会
議
に
お
い
て
、
所
属
す
る
政
党

※
の
方
針
や
議
員
個
人
の
政
治
信
条
な
ど

の
垣
根
を
超
え
て
、
市
民
に
と
っ
て
有
益

と
な
る
意
見
書
を
作
成
す
る
た
め
に
、
全

議
員
が
可
決
で
き
る
内
容
に
文
言
や
表
現

を
調
整
（
互
譲
）
す
る
最
大
限
の
努
力
を

す
る
こ
と
を
長
年
の
慣
例
と
し
て
行
っ
て

い
ま
す
。

　

な
お
、
無
会
派
議
員
に
よ
る
意
見
書
案

に
つ
い
て
も
、
全
会
一
致
を
目
指
す
こ
と

に
は
変
わ
り
な
い
た
め
、
そ
の
意
見
書
案

に
共
感
が
得
ら
れ
た
会
派
に
無
会
派
議
員

が
調
整
を
委
ね
、
委
ね
ら
れ
た
会
派
は
、

自
ら
が
提
案
す
る
場
合
と
変
わ
ら
な
い
方

法
で
調
整
を
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
う
い
っ
た
全
議
員
に
配
慮

し
た
調
整
を
図
っ
た
場
合
で
も
、
意
見
書

案
の
内
容
と
16
人
の
議
員
の
思
い
が
必
ず

し
も
一
致
し
な
い
な
ど
の
理
由
か
ら
、
意

思
統
一
が
難
航
す
る
こ
と
も
あ
り
、
結
果

的
に
調
整
が
調
わ
ず
（
不
調
）、
議
会
へ

提
案
さ
れ
な
い
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な

立
場
の
代
表
と
な
る
議
員
や
政
党
議
員
同

士
の
調
整
に
は
、
互
譲
を
基
本
と
す
る
自

国や道に対する要望は

意見書として提出

教 え て 市 議 会

市民のみなさんからの要望により、今号では、
「意見書ってなに？ どうやって決まるの？」を紹介します。

意 見 書 実 績
提案された
意見書数　

可決
件数

30年 25 10
29年 12 12
28年 13 13
27年 14 14
26年 21 21

※可決したものは、全て全会一致で原案
可決しています。

※実際の意見書

※会派制　議員全員が個々の意見を出すと、意見集約に時間を要してしまうため、同じような政策を持っている議員がグル
ープをつくって活動する方が能率的であり、議員も政策を実現しやすくなるというメリットがあります。このグループが会
派です。

由
な
発
言
を
担
保
す
る
場
が
必
要
と
な
る

た
め
、
幹
事
長
会
議
は
非
公
開
と
す
る
な

ど
全
会
一
致
へ
と
つ
な
げ
る
工
夫
を
重
ね
、

定
例
会
最
終
日
に
議
決
が
な
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

※
正
式
な
議
案
と
し
て
扱
わ
れ
る
も
の

に
は
、
こ
の
慣
例
に
よ
ら
な
い
ケ
ー
ス
も

あ
り
、
全
会
一
致
に
向
け
た
調
整
方
法
も

そ
の
都
度
見
直
さ
れ
る
た
め
、
今
後
変
更

す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

15

教えて市議会
～予算が決まるまで～

　深川市議会は、定例会を年４回開催することが
条例で定められています。市の当初予算について
は、３月に開催される第１回定例会の中で審査し
議決します。

委員会

議案（予算案）
提出

　市の当初予算案が、
第１回定例会本会議で
市長から議案（議会で
決める案件）として提
出されます。

1 議案付託

　議会に提出された予
算案は予算審査特別委
員会に送られ、この中
で専門的に審査します
（付託）。

2 予算審査特別
委員会

　予算案を詳しく審査
して議論を交わし、委
員会としての考えを表
明する表決を行いま
す。

3

委員長報告

　予算審査特別委員長
が委員会で審査した内
容及び結果を本会議で
報告します。

4議決＝予算成立

　予算案は本会議で議
決（議員ごとに賛否を
決定）します。予算案
が可決された段階で
「当初予算」の成立で
す。

5執行と補正予算

　４月から予算執行が
可能です。年度途中で
変更が必要になった場
合は、「補正予算案」
が組まれ本会議で審議
します。

6

議案等は、専門的に調査・検討
するために設けられている委員
会に付託され、審査を行います。

●常任委員会
…所管の事務に関する調査を行い、議案、
請願・陳情などを審査します。深川市議会
は、本年６月に行われる市議会議員選挙後
から、「総務経済」、「厚生文教」の２委員
会体制となります。
●特別委員会
…議会が特に必要と判断したときに設けら
れ、特定の事件を審査・調査します。
●議会運営委員会
…本会議の運営、日程調整などを行う。

※政党　自由民主党、公明党、立憲民主党、日本共産党などのこと
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〒074-8650　深川市２条17番17号
電話0164-26-2282（直通）

深川市議会YouTube
チャンネル
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拓殖大学北海道短期大学 地域振興特別講座　　

市議会と地域振興
　　　　　　～地域の発展のため市議会は何をなすべきか～
　１月17日に拓殖大学北海道短期大学（農学ビジネス学科地域振興ビジネスコース１年
生）が実施している、地域活動に関わりのある学外の有識者が講師を務める「地域振興
特別講座」に、深川市議会から長野議長が招聘され、客員教授として上記標題をテーマ
に60分の特別講座を行いました。
　この講座の構成は、前段に市議会の位置づけ・役割・権限・しくみ・あらましなどの
地方議会そのものを説明し、その後、「地域の発展のため市議会は何をなすべきか」とい
う課題について、現在、市議会が行っている議会報告会や、市内のさまざまな団体と行
う意見交換会の実績について紹介しました。

　市民に開かれた市議会を目指している深川市議会と
しては、今回のような貴重な機会をいただいたことに
より、学生や大学に対して議会への理解を深めてもら
う第一歩につながったと考えています。
　今後も市政や市議会が抱える課題に対して、定例会
や議会報告会などを通じて、一つずつ丁寧に対応して
いきます。

　平成30年第４回市議会定例会が終
わり、今回も11人の議員による一般
質問で、さまざまな視点から市政をただしました。
そのほかには、民事調停に係る補正予算の専決処
分や意見書などで賛否が分かれ、それぞれの立場
で議論もありました。
　本誌では掲載しきれない議論があります。
　ぜひ、市民の皆様には深川市議会ユーチューブ
をご覧いただき、また本会議を傍聴いただけます
ようお願いいたします。
 広報編集委員　佐々木一夫　

深川市議会
　　　公式ホームページ

問合先：深川市議会事務局内 編 集 後 記

教えて市議会

　長野議長は学生達に対して、「市議会議員」は、地
域住民にとって日常生活に密着している身近な政治家
であるということや、「市議会」は、まちづくりにお
ける最高意思決定機関であることなどを説明し、その
上で議員は幅広い年齢層の声に耳を傾ける必要がある
ため、今後、学生と議員が直接意見を交換できるよう
な機会を創出していきたいという考えを伝えました。


